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ん
な
で
つ
く
る
ま
ち
づ
く
り

広報たまかわ

村

全

体

の
約

ア

引
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、
玉
川
村
で
は

8
月
1
日
よ
り
都
市
計
器
区

域
の
指
定
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
平
成
4
年
什
月
に
村
が
作
成
し
た
第
1

ロ
の
都
市
計
画
試
案
が
福
島
県
都
市
計
画
審
議
会
に
提
出
さ
れ
て
以
来
、
審
議
及

び
検
討
が
霊
ね
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

県
都
市
計
画
審
議
会
で
は
、
石
川
郡
内
で
す
で
に
設
定
さ
れ
て
い
る
石
川
町
の

「
石
川
都
市
計
画
区
域
」
と
浅
川
町
の
「
浅
川
都
市
計
画
区
域
」
に
、
玉
川
村
及
び
平

田
村
の
区
域
を
合
わ
せ
て
、
新
た
な
『
石
川
都
市
計
画
区
域
』
と
し
て
都
市
計
画
区

域
の
指
定
を
承
認
し
ま
し
た
。

「
い
い
家
に
住
み
た
い
と
と
も
に
、

い
い
ま
ち
で
暮
ら
し
て
み
た
い
」
と
い

う
住
環
境
整
備
へ
の
ニ

1
ズ
が
年
々
高

ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

都
市
計
画
は
、
「
み
ん
な
で
つ
く
る

ま
ち
づ
く
り
」
を
念
頭
に
し
た
、
機
能

的
で
防
災
に
も
強
く
、
住
み
良
い
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
す
も
の
で
す
。

住
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
建
築
関
係

者
の
皆
さ
ん
が
こ
の
制
度
を
良
く
理
解

さ
れ
て
の
協
力
体
制
が
必
要
に
な

っ
て

き
ま
す
。

新
た
に
承
認
さ
れ
た
石
川
都
市
計
画

区
域
の
玉
川
村
内
の
区
域
は
、
面
積
が

3
，
2
5
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
村
全
体
面

積
の
約
7
割
の
区
域
が
含
ま
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
大
字
川
辺
、

十一麻
生
、
小

高
、
中
、
岩
法
寺
、
竜
崎
、
吉
の
全
区

域
と
、
大
字
南
須
釜
と
北
須
釜
の
一
部

が
含
ま
れ
ま
す
。
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石川都市計画区域図

せ

路改
善
か

5

特
に
狭
い
道
路
に
接
し
て
住
ん
で
お
ら
れ

る
か
た
は
、
毎
日
の
生
活
の
不
便
あ
る
い
は

非
常
時
に
お
け
る
防
災
避
難
に
不
安
を
感
じ

て
い
ま
せ
ん
か
。

建
築
基
準
法
の
規
定
で
、
建
築
物
の
敷
地

は
、
都
市
計
画
区
域
に
お
い
て
は
、
原
則
と

し
て
幅
員
4
m
以
上
の
道
路
に

2
m
以
上
接

す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

敷
地
の
接
す
る
道
路
の
幅
員
が

4
m
未
満

の
場
合
は
、
道
路
の
中
心
線
よ
り
2
m
後
退

し
た
部
分
は
建
築
等
が
制
限
さ
れ
ま
す
。
非

常
時
に
お
け
る
防
災
・
避
難
活
動
及
び
通
行

の
安
全
確
保
の
た
め
に
道
路
の
中
心
線
よ
り

2
m
後
退
し
た
線
を
道
路
境
界
線
と
み
な
し

ま
す
。

都
市
計

内
は

つ
な
る
の
?

都
市
計
画
区
域
の
指
定
を
受
け
た
か
ら
と
い
っ
て
こ
れ
ま
で
の
生
活

を
営
む
上
で
は
何
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
こ
れ
か
ら
何
か
し
よ

う
と
す
る
場
合
に
、
例
え
ば
次
の
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

(
1
)
5
，
0
0
0
ぱ
以
上
(
現
在
1
o
，
0
0
0
2m
以
上
)
の
土
地
取
引
を

し
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
知
事
へ
の
届
け
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

(
2
)
面
積
3
，
o
o
o
ぱ
以
上
(
現
在
林
地
の
み

1
o
，
0
0
0
2
m
以
上
)

の
開
発
を
行
、
つ
に
は
知
事
の
許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

(
3
)
家
屋
な
ど
を
新
築
す
る
場
合
、
従
来
の
建
築
基
準
法
の
適
用
を
受

け
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
敷
地
・
構
造
及
び
建
築
設
備
に
関
す
る

規
定
に
適
合
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
道
路
幅
員
4
m
以
上
に
接

し
て
い
な
け
れ
ば
許
可
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

A
一品

を

開

催

と
村
商
工
会
が
共
催
で

都
市
計
画
に
つ
い
て
、
本
紙
で

は
3
丹
号
か
ら

6
月
号
ま
で

4
自

に
わ
た
っ
て
「
シ
リ
ー
ズ
都
市
計

画
」
を
掲
載
し
て
お
知
ら
せ
し
て

き
ま
し
た
。

7
月
日
日
に
関
か
れ
た
農
業
委

員
会
7
月
総
会
で
は
、
委
員
会
か

ら
の
要
請
に
よ
り
村
か
ら
担
当
者

が
出
席
し
て
、
都
市
計
画
区
域
内

に
お
け
る
制
限
等
に
つ
い
て
説
明

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
村
で
は
、
村
商
工
会
と
共

催
で
、

7
月
W
M
E
(
金
)
午
後
1
時

部
分
か
ら
村
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

で
村
内
の
建
設
業
者
等
を
対
象
に

し
た
説
明
会
を
開
き
、
都
市
計
画

指
定
区
域
に
お
け
る
規
制
や
届
け

出
に
つ
い
て
の
説
明
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
都
市
計
画
に
つ
い
て
の

お
問
い
合
わ
せ
は
、
村
建
設
課
都

市
計
画
係

(
g
U
1
4
6
2
6
)

ま
で
。
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本
村
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

は、

6
月
お
日

-m日
と

1
泊
2

日
の
日
程
で
、
本
村
と
同
名
が
縁

で
交
流
を
し
て
い
る
埼
玉
県
玉
川

村
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
を
訪
問
し

剣道交流ものがたり

て
、
青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
交
流
を
行

い
ま
し
た
。

昨
年
、
埼
玉
県
玉
川
村
の
ス
ポ

少
が
本
村
で
交
流
試
合
を
行
っ
た

こ
と
か
ら
、
今
回
、
埼
玉
県
を
訪

問
し
ま
し
た
。

交
流
会
は
、
お
日
午
後
1
時
却

分
か
ら
村
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
で
開
会
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

埼
玉
県
玉
川
村
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

本
部
長
の
杉
田
哲
夫
さ
ん
(
議
会

議
長
)
、
本
村
ス
ポ
少
を
代
表
し

て
塩
津
重
男
さ
ん
(
村
体
協
副
会

長
)
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
あ
い
さ
つ
の

あ
と
、
柏
俣
昌
平
村
長
か
ら
祝
辞

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
選
手
を
代
表

し
て
、
埼
玉
県
玉
川
村
の
能
島
鼓

太
郎
君
と
本
村
の
佐
藤
友
哉
君
が

そ
れ
ぞ
れ
昨
年
の
交
流
の
思
い
出

や
今
回
の
交
流
に
期
待
す
る
こ
と

を
込
め
た
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
約

2
時
間
拘
分
の
練
習
試
合
と
合
同

練
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

村
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
で
の
交
流
試
合

の
終
了
後
、
隣
の
小
川

町
に
あ
る
『
埼
玉
県
立

小
川
少
年
自
然
の
家
」

に
お
い
て
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
で
の
懇
親
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。

子
供
た
ち
は
、
直
ぐ

に
打
ち
解
け
て
、
練
習

試
合
の
こ
と
や
、
学
校

の
こ
と
な
ど
に
話
が
弾

ん
で
い
ま
し
た
。

保
護
者
向
土
も
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
の
こ
と
や

活
動
内
容
な
ど
で
活
発

な
意
見
の
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
問
の
交
流
に
参
加
し
た
あ
る

保
護
者
は
、
「
こ
の
よ
う
な
青
少

年
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
事
業
は
と
て

も
い
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
こ

の
世
代
で
の
交
流
し
た
経
験
が
大

人
に
な
っ
た
時
に
大
い
に
活
か
さ

れ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
将

来
も
両
村
の
鮮
が
聞
く
結
ば
れ
る

こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
ね
。
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

「
今
後
は
、
他
の
ス
ポ
ー
ツ
な

ど
で
も
交
流
が
図
ら
れ
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
」

と
い
う
保
護
者
か
ら
の
意
見
も
聴

か
れ
ま
し
た
。

台
風
8
号
の
影
響
で
、
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
内
は
湿
度
が
高

く
、
す
こ
し
動
い
た
だ
け
で
も
汗

が
ピ
ッ
シ
ョ
リ
。

玉
川
少
年
剣
友
会
所
属
の
選
手

山
名
と
須
釜
少
年
剣
友
会
所
属
の

選
手
叩
名
が
そ
れ
ぞ
れ
埼
玉
県
玉

川
村
ス
ポ
少
の
選
手
た
ち
と
練
習

試
合
を
行
い
ま
し
た
c

昨
年
の
交
流
で
顔
見
知
り
も
多

く
、
極
度
の
緊
張
感
も
な
く
伸
び

伸
び
と
試
合
が
行
わ
れ
、
お
互
い

日
頃
か
ら
の
練
習
を
遺
憾
な
く
発

揮
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
試
合

終
了
後
に
は
合
同
練
習
が
行
わ
れ

ま
た
、
埼
玉
県
玉
川
村
の
保
護

者
の
方
は
、
「
昨
年
、
福
島
の
玉

川
村
を
訪
問
し
て
親
子
と
も
ど
も

い
い
経
験
と
思
い
出
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
機
会
が
あ
っ
た
ら
是

非
行
っ
て
み
た
い
で
す
ね
。
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

指
導
員
の
先
生
方
向
士
も
子
供

た
ち
の
指
導
に
つ
い
て
、
活
発
な

意
見
の
交
換
が
行
わ
れ
て
い
ま
し

た。
懇
親
会
で
は
、
埼
玉
県
玉
川
村

ス
ポ
少
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
よ

り
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
空

ク
ジ
無
し
の
ク
ジ
引
き
が
行
わ

れ
、
全
員
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
口
聞
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

懇
親
会
が
終
わ
っ
た
後
、
少
年

自
然
の
家
に
あ
る
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
で
参
加
者
が
星
の
勉
強
を
兼
ね

一
歩
前
ヘ

な
っ
て
お
り
、
本
当
の
意
味
で
の

「
残
心
』
を
今
後
の
課
題
に
し
て
練

習
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
」
と
総
評
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
本
村
の
指
導
員
の
野
口
庄

嗣
先
生
か
ら
も
「
も
う
半
歩
、
一

歩
、
前
に
出
る
こ
と
で
1
本
取
れ

る
試
合
が
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。

積
極
的
に
前
に
出
る
練
習
を
し
て

く
だ
さ
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

'
L
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ま
し
た
。
閉
会
式
で
は
、
埼
玉
県

玉
川
村
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
指
導
員

の
佐
口
利
克
先
生
か
ら
「
今
回
の

交
流
試
合
も
、
と
て
も
良
い
内
容

で
し
た
。
し
か
し
、

「残
心
」
(
打
ち

込
ん
だ
後
の
姿
勢
)
が
型
だ
け
に

4 剣道交流ものがたり

て
の
見
学
会
を
実
施
。
宿
舎
は
、

バ
ン
ガ
ロ
ー

5
棟
を
使
用
し
、
キ

ャ
ン
プ
気
分
を
味
わ
い
ま
し
た
。

翌
日
は
、
埼
玉
伝
統
工
芸
会
館

や
埼
玉
県
立
自
然
史
博
物
館
な
ど

を
見
学
し
て
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

子
供
た
ち
は
、
今
回
の
交
流
体

験
を
感
想
文
に
ま
と
め
、
冊
子
に

作
成
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

気合を入れて行ってこいj鈴木先生に励まされて、

@みんなで楽しくお昼の時間です

@埼玉県立自然史博物館で、劃植物の生態を掌習

@保護者の皆さんも翼剣なまなざし

@指導員の先生方同士の激しい練習
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平成9年ア月

で大活躍

広報たまかわ

県南大会ガンバり
ました!!

3位女子

剣道
準(憂勝、車

技
転自

競

目

標

は

東

北

大

会

中
学
校
体
育
連
盟
の
剣
道
県
南

大
会
は
、

6
月
刀
日
に
本
村
の
泉

中
学
校
体
育
館
を
会
場
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

女
子
個
人
競
技
に
出
場
し
た
須

釜
中
学
校
3
年
の
石
森
希
美
さ
ん

(
山
小
屋
)
は
、
見
事
3
位
入
賞
を

果
た
し
ま
し
た
。
石
森
さ
ん
は
7

月
幻
日
に
い
わ
き
市
で
開
か
れ
る

県
大
会
へ
の
出
場
権
を
手
中
に
し

ま
し
た
。

6
月
末
ま
で
は
、
期
末
試
験
が

あ
っ
て

2
日
に

1
度
の
練
習
し
か

出

場

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

7
月
に

入
っ
て
か
ら
は
集
中
的
に
練
習
を

こ
な
し
「
東
北
大
会
出
場
を
目
標

に
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

ま
た
、
顧
問
の
溝
井
先
生
も

「
石
森
さ
ん
の
い
い
と
こ
ろ
は
、

丁
寧
な
剣
道
と
声
が
よ
く
出
る
こ

と
で
す
。
現
在
は
、
体
調
も
臭
く

気
持
ち
も
充
実
し
て
い
る
の
で
期

待
し
て
い
ま
す
。
」
県
大
会
で
、

得
意
の
「
コ
テ
」
を
決
め
、
上
位
入

賞
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

県
南
大
会
の
カ
ベ
を

破
る

こ
ど
も
自
転
車
県
南
方
部
大
会
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

は、

6
月
お
日
郡
山
市
の
朝
日
が
今
回
の
準
優
勝
の
快
挙
に
選
手

丘
小
学
校
で
開
か
れ
、
先
に
行
わ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
校
長
先
生
以

れ
た
石
川
地
方
大
会
で
準
優
勝
し
下
学
校
関
係
者
も
大
喜
び
。

た
本
村
の
玉
川
第

一
小
学
校
チ

i

顧
問
の
富
永
先
生
も
「
春
か
ら

ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

毎
朝
、

一
生
懸
命
に
練
習
し
て
き

学
科
と
体
育
館
で
の
技
能
走
行
た
成
果
が
出
て
う
れ
し
く
思
い
ま

が
行
わ
れ
、

玉
一

小
チ

i
ム
は
、
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

見
事
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

倉

鎌
聡
君

(
6
年
)
と
小
針
匠
君

玉
川

一
小
チ
l
ム
は
、
昨
年
ま
で

(
5
年
)
が
個
人
で

3
位
入
賞
、
小

石
川
地
方
大
会
で

6
年
連
続
優
勝
針
祥
志
君

(
6
年
)
が
努
力
賞
を
受

し
て
お
り
、
自
転
車
競
技
は
、
お
家

賞
し
ま
し
た
。

芸
的
な
も
の
で
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
県
大
会
は
、
7
月
日
日
(
自
)
に

県
南
大
会
で
は
、
力
を
十
分
に
発
揮
福
島
市
で
開
か
れ
ま
す
。

平成9年ア月広報たまかわ

元
村
総
務
課
長
の
宗
形
友
三
氏

(
臼
歳
)
が
7
月
1
日
付
で
村
収
入

役
に
就
任
し
ま
し
た
。

6
月
定
例
議
会
に
人
事
案
件
と

し
て
提
案
さ
れ
満
場

一
致
で
可
決

さ
れ
、
車
田
村
長
か
ら
辞
令
書
が

交
付
さ
れ
ま
し
た
。

宗
形
氏
は
、
岩
瀬
農
学
校
を
卒

業
後
、
母
畑
農
業
共
済
組
合
に
勤

務
し
、
昭
和
初
年
に
旧
泉
村
に
職

員
と
し
て
採
用
さ
れ
、
合
併
後
も

玉
川
村
職
員
と
し
て
、
税
務
課
長
、

支
所
長
、
議
会
事
務
局
長
、
総
務

選挙人名簿の登録は、毎年9月1日を墓準白とした 『定時

登録Jと選挙ごとに行われる 『選挙時登録Jがあります。

ごの名簿仁氏名が登録されないと選挙をすることができま

せん。主な登録要件として年齢が満20歳以上であり、本村の

住民基本台帳に記載されかつ現実に居住していることがl必要

になります。

主
うち

婦"'1家の息与は、東京の某大学の3年まです。玉川

村に住民登録しておりますが、実際には、東京の

アパートに 1人住まいしています。選挙人名簿に

登録にならないのでしょうか?J

課
長
を
務
め
平
成
5
年
に
定
年
退

職
。
そ
の
後
、
村
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
所
長
を
本
年
3
月
末
ま
で
務

め
て
い
ま
し
た
。
「
(
辞
令
書
を
手

に
し
て
)
村
収
入
役
と
い
う
重
責

に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
村
の
発

展
の
た
め
に
全
力
を
尽
く
し
て
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
」
と
抱
負

を
述
べ
て
い
ま
し
た
。
趣
味
は
山

歩
き
。
北
須
釜
字
雀
森
の
自
宅
に

妻
、
子
供
、
義
母
と
の
4
人
暮
ら

し
。

委員会"'1はい、登録にはなりません。もし、選挙人名簿

に登録に芯るとすれば、実際に居住している東京

に住民登録をすれば、その住所地の選挙人名簿に

は登録になります。但し、村や県の選挙には投票

することはできません。j

上記はある問答例です。ことしの定時登録も近づいてきま

した。ア月下旬から8月上旬にかけ[学生と転入者jを対象に

往復はがき等により居住の育無を確認しますのでご協力くだ

さい。

※お問い合わせ先

玉川村選挙管理委員会(TEL57-4621)まで

第43回福島東消防操法競技石川支部大会(ア月27臼石川町で

開催)に出場する選手団の結団武が7月ア日午後8時から村民

クラウンドで聞かれました。今回出場するのは、小型ポンプの

部に中分団(古寺賓栄分団長)、ポンプ車の部に小高分団(溝井

康夫分団長)が出場します。

武では、車田村長と佐久間消防団長などから激闘のあいさつ

のあと、村と消防団からそれぞれj敢闘笠が贈られました。また、

式の前に第 1田自の仮審査会が行われ練留の成果をチェックし

ていました。

なお、選手は、次のとおりです。

6 

ふ村
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に

7
月

1
日
か
ら
新
た
に
職
員
2
名
が
採

用
に
な
り
ま
し
た
。

新
職
員
は
、
ホ
l
ム
ヘ
ル
パ

l

の
三
輪
光
江
さ
ん
(
小
高
)
と
寮
母

の
向
井
明
子
さ
ん
(
川
辺
)
で
す
。

村
社
会
福
祉
協
議
会
長
の
車
田

村
長
か
ら
辞
令
書
が
交
付
さ
れ
た

二
人
は
、
「
早
く
仕
事
を
覚
え
て
、

利
用
者
の
お
役
に
た
て
る
よ
う
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

幸

美

晃

夫

徳

達

保

和

イ串

針

沼

根

藤

巴

賀

(小高分団)

指掻者小

1香員柳

2番員関

3雷員須

4香員 j申

補充員育

志

吾

輝

義

芳

浅

仁

唯

針
藤
林
針
小
川
口

小
首
一
回
同
小

(申分団)

揺揖者

1香員

2番員

3語員

補充員
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福
島
県
が
計
画
を
進
め
て
い

る
消
防
紡
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
基

地
施
設
の
新
築
工
事
の
安
全
祈

願
祭
が
福
島
空
港
に
隣
接
す
る

施
設
予
定
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
施
設
は
、
故
神
淡
路
大
震

災
を
教
訓
と
し
て
災
害
に
迅
速

に
対
応
す
る
た
め
の
中
核
的
な

基
地
と
し
て
、
来
年
4
月
か
ら

の
開
設
を
目
指
し
て
整
備
さ
れ

ま
す
。
施
設
関
連
整
備
費
は
、

ヘ
ワ

1
機
を
含
ん
で
約
幻
億
円

に
な
り
ま
す
。
祈
願
祭
に
は
、

村
か
ら
宗
形
副
議
長
が
出
席
し

ま
し
た
。

5月に熊本市で行われたハンドボール世界選手

権日本代表選手で本村出身の辻昇ーさん(24)(大

崎電気)が世界選手権出場の報告のため車白村長

を訪問しました。

日本代表は予選を通過し、決勝トーナメント 1

E戦で前回優勝チームのフランスと対戦。辻選手

の逆転シュ-トなどの活躍で優勢仁進みました

が、終ざ間際に痛恨の逆範負け。

日本代表選手で一番苦い辻選手は、[来年{立、

アジア大会もありますし、また、オリンヒ。ック予

選へと続きますjと令後のスケジューんに村長も

同文障しないように注意して、オリンピック包括

して頑張ってくださいjと激聞していました。

界選手権日

第
約
四
福
島
県
消
防
協
会
石

川
文
部
幹
部
大
会
が
石
別
町
体

育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
石
川
郡
内
の
各

町
村
消
防
団
幹
部
約
別
名
が

出
席
し
ま
し
た
。
殉
職
消
訪
問

員
の
霊
に
対
し
て
黙
と
う
が
行

わ
れ
、
天
皇
陸
下
の
お
言
葉
が

奉
読
さ
れ
た
あ
と
、
永
瀬
支
部

長
(
石
川
町
的
防
団
長
)
か
ら
式

辞
、
山
口
県
中
地
方
振
興
局
長

か
ら
あ
い
さ
つ
が
そ
れ
ぞ
れ
行

わ
れ
ま
し
た
。

表
彰
で
は
、
本
村
か
ら
鈴
木
正

浩
さ
ん
(
北
須
釜
)
に
福
島
県
知
事

表
彰
、
関
根
秀
勝
さ
ん
(
小
高
)
に

呂
本
泊
防
協
会
長
表
彰
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
他
の
本
村
関

係
者
で
は
、
県
消
紡
協
会
長
表
彰

が
3
名
に
、
石
川
支
部
長
表
彰
が
幻

名
に
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

石
川
支
部
長
表
彰
の
親
子
等
泊

防
の
部
で
石
森
金
弘
さ
ん
、
幸
治

さ
ん
(
山
小
犀
分
団
)
兄
弟
が
表
彰

さ
れ
、
兄
弟
で
の
受
彰
は
た
い
へ
ん

珍
し
く
話
題
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

平成9年7月広報たまかわ

ブ

日

ジ

ェ

ク

ト

で

村
健
康
福
祉
課
で
は
、
9
丹
に
健
田
植
え
や
稲
刈
り
な
ど
の
農
作
業

康
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
を
開
く
た
め
プ
の
体
験
事
業
、
小
さ
な
映
画
祭
の

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
l
ム
を
編
成
し
て
準
開
催
な
ど
の
実
例
が
紹
介
さ
れ
、

備
を
進
め
て
い
ま
す
c

農
村
の
人
た
ち
と
の
交
流
を
通
し

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
l
ム
の
ア
ド
パ
て
農
村
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
と
い

イ
ザ
ー
と
し
て
俳
優
の
、
水
島
敏
行
さ
う
、
水
島
き
ん
の
話
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ん
が
こ
の
ほ
ど
来
村
。
永
島
さ
ん
は
、
ト
チ
l
ム
の
メ
ン
バ
ー
も
熱
心
に

専
修
大
学
の
準
硬
式
野
球
部
に
在
籍
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
c

し
て
い
た
当
時
の
級
友
が
秋
田
県
十
貴
重
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た

文
字
町
に
お
り
、
十
文
字
町
の
村
お
メ
ン
バ
ー
は
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

こ
し
に
自
ら
参
画
し
た
経
験
が
話
さ
に
心
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
c

れ
ま
し
た
。
都
会
の
人
々
を
呼
ん
で

8 

11村シルバー人材センター設立総会が村

就業故蕎センターで開かれました。

村商工会さは、本年4月に村からの設立及

により本格的にセン

進めてきました。

総会では、登録予定者が出席して定穀、就

、配分規定などが審議されました。ま

た、役員選出では、理事長に渡辺政一託(北須

釜)が選{壬されました。

設立時会員{立、 61名となり各穫作業に活曜

が期待されています。なお、単髄などについ

てのお問い合わせは事務所(商工会内:岱57-
2250)まで。

震
麗

5
を
体
験

す
が
ま
幼
稚
園
(
伊
藤
政
憲

園
長
・
園
児
指
名
)
と
須
釜
児
童

館
(
関
根
英
夫
館
長
・
児
童
ぬ

名
)
で
防
災
避
難
訓
練
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

須
賀
川
広
域
泊
防
本
部
か
ら

泊
防
署
員
5
名
と
起
震
車
、
消

防
車
、
救
急
車
の

3
台
が
配
置

さ
れ
、
署
員
か
ら
避
難
す
る
時

の
注
意
事
項
を
開
い
た
あ
と
、

実
際
に
起
震
車
に
の
っ
て
震
度

5
の
地
震
を
体
験
し
ま
し
た
。

歩
き

を
襲

須
釜
児
童
館
で
は
、
児
童
の
交

通
安
全
指
導
教
室
を
開
き
、
交

通
安
全
の
啓
蒙
を
図
り
ま
し
た
。

交
通
教
育
専
門
員
の
渡
辺
富

幸
さ
ん
が
講
師
に
な
っ
て
、
習

庭
で
横
断
歩
道
を
渡
る
と
き
の

左
右
の
確
認
の
仕
方
、
手
の
上

げ
方
、
歩
き
方
な
ど
に
つ
い
て

の
話
を
開
い
た
あ
と
児
童
館
近

く
の
道
路
を
実
際
に
歩
き
な
が

ら
交
通
安
全
を
勉
強
し
ま
し
た
。

9 
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「
声
掛
け
事
案
」
が
多
発

家
庭
で
話
し
合
い
を
し
ま
し
ょ
う

全
国
的
に
幼
児
や
小
、
中
学
生
を
狙
っ
た
平
田
掛
け
事
業
〕
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
「
お
菓
予
を
買

は

や

っ
て
や
る
」
と
か
「
車
で
送
っ
て
や
る
」
な
ど
の
こ
と
ば
で
誘
う
ケ
ー
ス
や
、
最
近
で
は
「
流
行
り
の
オ

モ
チ
ャ
を
あ
げ
る
か
ら
」
と
一
一
一
一
回
っ
て
誘
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
村
内
で
も
類
似
し
た
事
案
が
起
き
て

い
ま
す
。
神
戸
市
で
起
き
た
小
学
生
殺
書
事
件
な
ど
の
M

凶
悪
犯
罪
が
起
き
な
い
と
も
隈
り
ま
せ
ん
。

犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
村
民
全
員
で
坊
犯
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

多
発
し
て
い
る
声
掛
け
で

の
誘
い
方
は
道
を
尋
ね
た
り
、

家
族
の
こ
と
を
持
ち
出
し
た

り
、
お
菓
子
を
贈
る
し
ぐ
さ
を

見
せ
る
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
爆
発
的
な
人
気
の
オ
モ
チ

ャ
「
た
ま
ご
つ
ち
」
を
持
ち
出

す
手
口
も
相
次
い
で
い
ま
す
。

児
童
、
生
徒
が
狙
わ
れ
易

い
の
は
、
一
人
で
行
動
し
て

い
る
と
き
で
す
。
登
下
校
な
ど

は
、
複
数
で
通
学
す
る
こ
と
が

い
い
で
し
ょ
う
。
帰
宅
後
の

外
で
の
一
人
遊
び
も
危
験
で

す
。
ま
た
、
決
ま
っ
た
時
間
ま

で
に
は
家
に
帰
る
こ
と
を
義
務

家
庭
で
話
し
合
う
場
合
、
子
ど
も
た
ち
に

次
の

5
つ
の
こ
と
を
約
束
さ
せ
ま
し
ょ
う
c

①
知

5
な
い
人
に
は
つ
い
て
行
き
ま
せ
ん
。

②
誰
か
に
連
れ
て
行
か
れ
そ
う
に
な
っ
た
ら

「
助
け
て
」
と
大
揮
で
助
け
を
呼
び
ま
す
。

③
一
人
で
は
遊
び
ま
せ
ん
。

④
友
達
が
知

5
な
い
人
に
連
れ
て
行
か
れ
そ
う

に
な
っ
た
う
大
声
で
助
け
を
時
び
ま
す
。

⑤
遊
び
に
行
く
と
き
は
、
ど
と
で
、
だ
れ
と
遊

ぶ
か
、
家
の
人
に
言
っ
て
か

5
出
掛
け
ま
す
。

棺
島
県
で
初
め
て
の
外

国
航
路
の
コ
ン
テ
ナ
船
が

入
港
で
き
る
コ
ン
テ
ナ
タ

ー
ミ
ナ
ル
が
来
年
4
月
に

小
名
浜
港
に
完
成
し
ま
す
勺

こ
れ
に
よ
り
、
外
国
が
ぐ

j
ん
と
身
近
に
な
り
ま
す
。

福
島
県
は
、
東
北
6
県

の
中
で
コ
ン
テ
ナ
貨
物
の

出
し
入
れ
が
最
も
多
く
、

各
方
面
か
ら
コ
ン
テ
ナ
タ

i
ミ
ナ
ル
の
必
要
性
が
叫

ば
れ
て
い
ま
し
た
。

タ
ー
ミ
ナ
ル
が
完
成

し
、
外
国
貿
易
コ
ン
テ
ナ

平成9年ア月広報たまかわ

づ
け
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

子
ど
も
た
ち
を
犯
罪
か
ら
守
る
た

め
に
も
家
庭
内
で
の
話
し
合
い
が
必

要
で
す
。
子
ど
も
た
ち
に
「
誘
い
に

乗
ら
な
い
」
よ
う
に
徹
底
し
た
防
犯

行
為
を
身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と
が
大

事
で
す
。
夕
食
後
の
ひ
と
と
き
な
ど

に
、
家
族
で
話
し
合
う
機
会
を
持
ち

ま
し
ょ
う

D

小名浜港コンテナターミナルのあうまし

(問い合わせ先)

母彊島県土木部港藩課 TEし(0245)21-7496
母福患県小名浜港湾建設事務所 Tξし(0246)54-2412
脅しlわき商工会議所小名浜瀧外国襲易コンテナ航路推進

委員会 T在し(0246)54-6562 

多目的荷役クレーン:1暴(能力)34トン吊り211閤/h
コンテナヤード酉積:16，700m'
ゴンテナ鶴豊能力.約4201包(20ftコンテナ)

!共用開始予定:平成10年4月(整備年度平成8~9年度)

の
交
通
事
故
防
止
県
民
総
ぐ

る
み
運
動
は
、
夏
特
有
の
暑
さ
や

行
楽
に
よ
る
疲
労
、
解
放
感
に
よ

る
無
謀
運
献
な
ど
の
増
加
か
ら
交

通
事
故
が
多
く
な
る
の
で
、
県
民

一
人
ひ
と
り
の
交
通
安
全
意
識
を

高
め
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
交

通
マ
ナ
i
の
実
戦
を
習
慣
付
け
る

こ
と
に
よ
り
、
交
通
事
故
防
止
を

関
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
ま
す
。

運
動
の
期
間
は
、
7
月
幻
日

(
月
)
か
ら
ぬ
自
(
日
)
ま
で
の
凶
日

間
で
、
①
青
少
年
の
交
通
事
故
防

止
と
悪
質
運
転
の
追
放
、
②
子
ど

直E
1 笥少11=の交通事故訪止と悪露運転の追放

2 ミ子どもと高齢者の交通事故前止

者
た
の
企
業
の
鞠
捕
コ
ス
ト
の

リ
ス
ト
ラ
進
ん
で
い
金

物
流
は
3
6
5
目
、
少
し
の
コ
ス
ト
も
節
約
へ

航
路
が
開
設
さ
れ
る
と
、
コ
ン
テ
巾
国
と
の
取
引
が
多
く
、
ま
ず
は

ナ
荷
主
企
業
の
皆
様
に
と
っ
て
次
こ
の
航
路
の
船
を
誘
致
す
る
よ
う

の
よ
う
な
こ
と
が
期
待
で
き
る
よ
に
船
会
社
と
交
渉
し
て
い
ま
す
。

う

に

な

り

ま

す

。

ま

た

、

船

が

入

っ

て

か

ら

貨

物

が

(
1
)
費
用
と
時
間
が
節
約
で
き
る
お
客
様
の
手
元
に
届
く
ま
で
の
日

現
在
、
福
島
県
の
コ
ン
テ
ナ
貨
数
を
今
よ
り
も
短
縮
で
き
る
よ
う

物
は
、
主
に
横
浜
や
東
京
港
を
通
に
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
倉
庸
ス
ベ

し
て
出
入
り
し
て
お
り
、
こ
の
陸

l
ス
が
足
り
ず
、
貨
物
を
港
で
保

送
距
離
は
約
二
百
回
も
あ
り
ま
す
。
管
し
て
ほ
し
い
お
客
様
に
は
、
安
い

小
名
浜
港
だ
と
な
ん
と

1
一3
で
済
費
用
で
御
要
望
に
お
応
え
し
ま
す
。

み

ま

す

。

そ

の

他

お

困

り

の

こ

と

や

御

要

(2)
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
な
ん
な
り

さ

れ

る

と

左

記

宛

に

お

知

ら

せ

く

だ

さ

い

。

現
在
の
福
島
県
の
貨
物
の
出
し
お
問
い
合
わ
せ
を
お
待
ち
し
て
お

入
れ
を
見
る
と
、
東
南
ア
ジ
ア
や
り
ま
す
。

fキミと

『べj

何
か
う

術
ま
で

も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
の

2
点
を
重
点
と
し
た
運
動
が
行
わ

れ
ま
す
。

期
間
中
、
家
庭
で
交
通
安
全
に

つ
い
て
話
し
合
う
機
会
を
持
っ

て
、
危
険
な
運
転
の
防
止
と
交
通

ル
i
ル
の
遵
守
に
努
め
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
子
ど
も
や
高
齢
者
の
危

険
な
横
断
な
ど
を
見
か
け
た
ら
、

声
を
か
け
た
り
手
を
差
し
の
べ
る

な
ど
思
い
や
り
の
あ
る
行
動
を
と

る
よ
う
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

玉川村誇少年育成村民会議主催の第

26回玉川村少年琢技大会i立、 8月3日

(臼)午前8時30分(馬天の場合は、翌日

に開娃)に須釜小学校校庭及び屋内運動

場、玉川村動労者{本語センターで百われ

ます。

なお、大会要領は、次のとおりです。

(競技覆呂)

男3-...ソフトボーjし

女喜一ミニバスケットボーjレ
(参加申込)

7月22日(火)までに事務局(包民課)

へ選手名簿を提出する。

(描選会)

ア自24己(木)午後ア精力、ら玉川村裁

業改善センター(農研室)で行う。

段
踊
臨
闘
関
臨
調
闘
踊
W

露
磁
麓
欝
題

関
関
媛
滋
ぷ

思
丹
市
田
(
水
)
に
開
催

す車 14 8 )1 [ 
。場日月夏第

主をに 13ま 9
なメ }I[夏日つ国
内 i延(り五
容ン)雨実 )I[
忌会に大行夏
次場玉の委ま
のにJlI場員っ
と行村合会り
おわ役は主は
りれ場、催
。ま駐翌で

花
火
大
会
、
各
種
模
擬
呂
、
金
魚

す
く
い
、
ピ
ア
ガ
i
デ
ン
、
野
外

ス
テ
i
ジ
大
会
、
盆
踊
り
大
会
、

芸
能
発
表
、
車
問
空
市
場
な
ど

10 安全で楽しい重体みを過ごしましょう11 



地下鉄サリン事件の被害者にインタヒ、ユー

した、今話題のベストセラ一作品

新書案内~~密書
-・・{采

の健康ごよみ

3識見鑓診-

午後 1時~

29日(火)ツベルクリン疫応横讃・・

午後 1時~

30日(水)ツベルクリン疫応横議・・

午後 1時~

31日(木)ツベルクリン判定及びBCGの接種

午後 1B寺~

璽7同
25日(金)

県
中
地
域
水
道
用
水
供
給
企
業

団
職
員
(
大
学
卒
程
度
)
採
用
候
補

者
試
験
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

川
試
験
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

一
般
事
務
(
大
学
卒
程
度
)
1
名

川
受
験
資
格
昭
和
弘
年
4
月
2

5
か
ら
昭
和
日
年
4
月
1
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
者
(
学
授
は
向
い
ま

せ
ん
)

川
試
験
の
方
法
大
学
卒
程
度
で

次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

①
第
1
次
試
験

教
養
試
験
j
一
般
知
識
に
つ
い

て
択
一
式
の
筆
記
試
験

②
第
2
次
試
験

試験場所

」、止に、えに、，、~止ム止

が
1

中
s

十
q・

4
a

ふ
qa

高

5
古
附

ab
商

業
医
業
」
ド
ド
業

江

山

正

城

拠

点

が

司

円

i刊

福

都

会

勢

初

刷

w

表
州
四
回
験
十
九
札
査

日

日

発

日

科

試

検

検

突

1

矢
口

8

4

:
生
士
中

旬

3

1

2

5

辺

f
i

試

月

ム

日

月

試

口

遮

身

o
m
O
H
O
-
-
-

山
川
仰
山
山
間
よ
氏
側
日
数
十
九
札

間
対
日
ヨ
ヨ
i
t
f
干

え

安

易

I
F
i
l
s
-
γ
t
l
I
Zノ
r
t
J才，十一一
u

付
加

l
m
w
験
お
格
口
験
義
文
体

受
月
月
試
月
ム
口
刃
試
教
作
身

。78
0
9
o
m
o
-
-
@

白
日
で
附
刀
卒

U
和
ま
た
学

年
間
日
れ
大

崎
ら
れ
ま
、

利
か

U
生
で
外

mm
臼
年
に
子
以

次
験

2
 

努
試

第 1次
試験

受験資格

駿
)
定
員
一

誌

種

予

一

分
織
周
一

区
(
採
人
一

の
類

ふ

O
A

E
語試

穣

村上春樹氏の

{アン夕、ーグラウンドj

が入りました。

東京の地下でほんとうに

何が起こったのか?

(采

時
間
又
保

ツベルクリン判定及びBCGの接種

午後 1時~

機能訓練・・

午前10時~

3・4力月健診・・

午後?時~

13日(水)股関節脱臼検診・

午後 1 時30分~28寺

15日(室) 1競 6力周児健診

午後 1時30分~

保:保健センター 須

中谷:中谷農村婦人の家

須釜公民館

受付時間

喜重8日
1 B(金)

ア自(木〉

8B(金)

-
大
学
卒
程
度
)

第

1
次
試
験
合
格
者
に
対
し

て
、
個
別
面
接
と
作
文
の
試
験

川
試
験
の
期
日
及
び
場
所

①
第
1
次
試
験

平
成
9
年
初
月
初
日
(
自
)

県
中
地
域
水
道
用
水
供
給
企
業

団
(
福
島
県
石
川
合
同
庁
舎
内
)

②
第
2
次
試
験

平
成
9
年
日
月
下
旬

県
中
地
域
水
道
用
水
供
給
企
業

団
(
福
島
県
石
川
合
同
庁
舎
内
)

同
お
問
い
合
わ
せ
先

※
県
中
地
域
水
道
用
水
供
給
企
業

団

一
T

紛
|
花
石
川
町
字
下

泉
2
2
9
番
地じ

E
P
λ
Lく

uc
・

h

・A

ぁ

f
#
m
V
十

f

ぉ
f

も
A
a

ん
問
問
~
門
阿
合
間
合
問
。

1
3

叩
ナ
サ
ナ
子
子
長

女

女

女

女

町

向
円
山
積
松
減

H

h

似

安

若

勢

原

山
附
樹
引
表
制
限
験
資
士
対

日

日

日

日

発

日

科

試

検

検

数

5
1
7
巾
格
明
拍
数
述
文
性
体

試
月
月
、
一
人
山
口
月
試
口
作
巡
身

O
H
U
Mげ
O
H
O
-
-
-
-

m
州
叩
山
間
表
州
国
自
験
性

矧

日

日

日

日

発

u
u
科
試
適

付
孔

1
2
験
お
絡
口
数
受
務
験

受
月
月
試
月
ム
口
月
試
教
事
試

0
8
9
0
9
o
m
o
-
-

i司干上同伊i寄付ありがとうこ、ざいます

下記の方々から社会福祉活動資金として寄付をいただ、きました。厚く御礼

申し上げます。

お盆のゴミ収集・

し尿くみ取りのお知らせ

5万円

チャリティー主主金として

(村社会謹祉協議会)

1万円

記

-小高の溝井一夫さんから

-大橋兄弟オフィスから

.コミ収集・・・平常どおり行います。

4
な

望

?

と

希

汗

み

を

f
休

り

調

印

刃

M

m
日

以

町

2

く

み

の

に

く

日

前

尿

托

す

盆

し

、

ま

お

av
日
り

される元は、 8丹1巴まで

にお申し込みください。

平成10年慶須麓)11地方広域消防組合消防職員(高校卒程度)採用候嬬者

試験を次のとおり行います。

1 職種及び採用予定人員苔干名

2 受験資格 昭和47年4月2日から昭和55年4月 18までに生ま

れた者(学歴は問いません)

3 試験の方法及び内容

( 1 )第 1次試験 筆記試験を高校卒業程度で行います。なお、性格検査

及び作文を同時に実施します。

第 1次試験会権者に対し、次の試験等を行います。

アロ述試験 イ体力検蛮

ウ健康診断 工男上等の調査

4 話験の期目、場所

( 1 )第 1次試験平成9年9月21日(臼) 須襲川市役所

(2)第2次試験平成9年11月上旬の予定

(口述試験) 須盤川市役所

日本力検査) 須霞川広域消防本部

明込み方法などの詳しいお問い合わせは、須麓川広域消

防本部総務課職員係(岱0248-76-3111)まで。

(2)第2次試験

12 

{包のそ5 

お問い合わせ先 福島県警察本部警務部翠務課人掌係

ごF960-70 福島市杉菱自J2-16 7l'0245-22-2151 (内線2146)
石!日警察署 7l'26-2191・玉川駐在所 公 57-2053

。暮5しと電気安全0
躍単栢=線式が普及しています

の 式配線両方が な相単ばて 式使え 。
あ単相 ら 1 い主が普 ボ 1

る ば二 0 る漏官遮機断を主 るル O
20 線式はー すで。 使え 20 線線式配、 ボO 電線 及し 使利単相な が卜 ボ0 

。 主相る幹 oI(lfc }レが て 両方時同 ルボ ボ 2 いト

のルト パワI 線ルのト 本3 専用の本なら 通つすま。線に と2 0 

プ月 山開きり!日;時

落雷にご注意
(財)東北電気保安協会

お誕生おめでとうございます|
(6月届出分)

保護者名

和彦

広之

茂夫

村のようす
(9年ア月 1自現在)

智和

雄士

敦

弘

政

(6月届出分)

年齢世帯主8

76 

出生児氏名

野 111奇和馬

田車樹

田瑞穂

根広樹

林和

木 j毎

回絵

小山田

矢部

死亡者氏名

溝井正八

渡遺幸治

関

小

鈴

塩

区

辺

南須釜

区

l=.f 

問

~ 

今

I芭

JIl 
1，735戸(+4)

7，636人(+11)

{
綿
期
限
は
ア
円
お
日
(
金
)
で
す
。

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
}

3，900人(十3)

3，736人(十8)

今
月
の
続
税

国
民
健
康
保
険
税

国
民
年
金
保
険
料

第

1
期

6
自
分

島
田
穏
寺
本

株
の
鴎

歌
愁
短
歌
会
玉
川
支
部
詠
草
集

に
吠
れ
る
空
に
根
を
虫
し
て
浮
草
一
つ
風
任
せ
な
り

炎
天
下

わ
が
国

村
公
民
館

小
針

灼
け
つ
く
畑
に
雨
設
し
ど
野
菜
の
う
め
き
聞
喰
」
ゆ
る
如
し

印
W
刀ロ

4
2
J
 

に
贈
ら
れ
し
と
聞
く
花
水
木
永
く
讃
え
ん
友
好
の
花

溝
井
は
な
よ

岩
の
間
に
二
本
の
辰
萌
え
虫
、
て
て
覗
け
ば
さ
ら
に
は
ん
の
り
匂
う小

針
み
ね
子

朝
早
く

紅
の
若

女
が
新
聞
配
達
す
。
ハ
イ
ク
に
乗
れ
る
身
を
羨
し
め
リ

曲
占
き
く
み

戸
大
講
渡
り
ゆ
く
、
高
塔
山
に
も
春
来
た
る
ら
し

吉
田

60 
愛
子

ツ
ヤ

英
祐

13 
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趣
味
の
達
人

④ 

『
自
然
木
の
工
芸
?
:
:

今
月
は
南
須
釜
に
お
住
ま
い
の

関
根
米
二
さ
ん
(
七
十
ハ
競
)
の
自
然

木
を
利
用
し
た
工
芸
昂
の
収
集
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

「
い
い
え
、
見
つ
け
よ
う
と
思
っ

て
見
つ
か
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
偶
然
に
見
つ
け
る
場
合
が
ほ

と
ん
ど
で
す
」

上
京
材
と
な
る
木
を
見
つ
け
た
と

i
ど
ん
な
キ
ッ
力
ケ
で
始
め
ら
れ

た
ん
で
す
っ

「
そ
も
そ
も
終
戦
間
も
な
い
頃
に
、

自
宅
の
近
く
に
あ
っ
た
柳
の
木
か

ら
タ
バ
コ
(
刻
み
)
入
れ
を
作
っ
た

の
が
始
ま
り
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
」

|
特
に
誰
か
に
師
事
し
て
始
め
ら

れ
た
訳
で
は
な
い
ん
で
す
か
?

「
全
く
自
分
の
考
え
で
始
め
た
趣

味
で
す
。
」

上
素
材
と
な
る
木
や
木
の
根
を
見

つ
け
る
の
は
、
わ
ざ
わ
ざ
山
を
探

し
て
歩
く
の
で
す
か
っ

玉川村役場ー岱(0247)57発行/福島県石川郡玉川村大字小高字 ~I二111援 9

「私の宝ものj⑧
橋兼嘉さん(J11辺)

き
に
直
感
で
(
こ
れ
は
伺
に
な
る

な
)
と
分
か
る
も
の
で
す
か
?

「
い
や
、
分
か
ら
な
い
で
す
ね
。

何
か
に
は
な
る
だ
ろ
う
と
思
っ

て
、
っ
た
形
を
し
た
も
の
を

つ
て
か
ら
考
え
て

ー
持
ち
帰
っ
た
も
の
で
、

な
ら
な
い
時
も
あ
り
ま
す
か
っ

「
た
ま
に
は
あ
る
け
ど
、
大
体
は

何
か
に
作
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
」

ー
(
作
昂
を
見
せ
て
も
ら
い
な
が

ら
〕
鳩
、
蛇
、
鶏
、
犬
な
ど
ほ
ん

と
に
沢
山
あ
り
ま
す
ね
。
索
材
と

な
る
木
の
簡
に
こ
だ
わ
り
が
あ
り

ま
す
か
?

「
全
然
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
だ
わ
り

は
形
だ
け
で
す
」

私
の
大
切
な
宝
も
の
は
、
こ
の
2
部

の
手
袋
の
軍
隊
日
誌
帳
で
す
。

私
は
、
昭
和
却
年
1
月
に
南
支
派

遣
軍
「
振
武
兵
団
」
に
入
隊
し
ま
し

た
。
こ
の
手
帳
は
、
戦
地
で
作
り
ま

し
た
が
、
物
資
が
不
足
し
て
お
り
、

長
靴
の
革
を
表
紙
に
し
て
、
ワ
ラ
半

紙
を
小
さ
く
切
り
取
っ
て
作
り
ま
し

た。
第
百
二
十
九
師
団
歩
兵
第
九
十
一

旅
団
可
令
部
附
通
信
班
無
線
小
隊
長

と
し
て
、
下
関
港
か
ら
失
点
山
、
満
州
、

そ
し
て
北
支
を
通
っ
て
南
京
、
上
海
、

シリーズ

せ

き

ね

よ

ね

関

根

米

さ
ん

!
こ
の
題
昧
の
楽
し
さ
は
何
で
し

ょ
う
か
つ

「
一
一
度
と
同
じ
作
品
が
作
れ
な
い

こ
と
、
ま
た
、
他
人
に
も
同
じ
作

品
が
作
れ
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
か
口
」

!
こ
れ
は
、
自
然
に
近
い
形
で
作

ら
れ
る
ほ
ど
良
い
作
昂
と
い
え
る

の
で
し
ょ
う
ね
?

「
あ
ま
り
千
を
加
え
す
ぎ
で
は
自

然
の
形
を
崩
し
て
し
ま
い
ま
す
か

ー
お
気
に
入
り
の
作
品
は
ど
れ
で

す
か
?の

カ
エ
ル
は
気
に
入
っ
て
い

(
関
根
さ
ん
は
、
こ
の
他
に
竹
細

工
と
ゲ
ー
ト
ボ
1
ル
を
趣
味
に
し

て
い
ま
す
口
)

そ
し
て
こ
の
ほ
ど
中
国
に
返
還
に
な

っ
た
香
港
ま
で
の
出
来
事
な
ど
が
記

録
し
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
戦
地
で

創
作
し
た
俳
句
や
短
歌
、
歌
謡
曲
の

歌
詞
な
ど
や
戦
友
の
名
前
な
ど
も
記

し
て
あ
り
ま
す
。

終
戦
後
、
捕
虜
と
な
り
こ
の
手
帳

の
よ
う
な
私
物
は
取
り
上
げ
ら
れ
る

こ
と
が
通
常
で
し
た
。
私
は
取
り
上

げ
ら
れ
る
こ
と
な
く
持
ち
帰
る
こ
と

が
で
き
、
と
て
も
幸
運
で
し
た
。
傷

み
が
な
く
保
存
で
き
た
の
も
革
表
紙

が
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

欠端フミサさん

(南須釜出身・小原金久さんの叔母)

心に残る 判_--u:

我がふるさと

fわたしの思い出J

夏
本
番
を
前
に
行
楽
の
季
節
を
迎
え

一
ア
パ
ー
ト
や
ス
ー
パ
ー
で
は
、
沢
山
の

自
玉
商
品
を
取
り
揃
え
た
チ
ラ
シ
が
毎

日
の
よ
う
に
入
っ
て
き
て
す
ぐ
に
山
の

よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
今
日
こ
の
頃
で

す。
玉
川
村
の
皆
様
、
玉
川
会
の
皆
様
お

元
気
で
す
か
。
私
は
、
東
京
都
江
戸
川

区
に
住
ん
で
お
年
近
く
に
な
り
ま
す
。

墨
田
区
に
始
ま
り
、
杉
並
、
文
京
区
と

住
み
ま
し
た
が
、
ど
こ
も
住
み
よ
い
場

所
で
し
た
。
江
戸
川
も
当
時
は
、
菜
の

花
畑
と
か
雑
草
な
ど
で
い
っ
ぱ
い
で
し

た
。
で
も
現
在
は
住
宅
と
ビ
ル
デ
ィ
ン

グ
に
生
ま
れ
変
わ
り
、
近
く
に
は
瑞
江

と
い
う
地
下
鉄
の
釈
が
で
き
、
何
か
と

便
利
に
な
り
ま
し
た
。

玉
川
村
で
の
思
い
出
は
、
昔
通
っ
た

木
造
校
舎
の
小
学
校
で
す
。
春
に
な
る

と
校
門
の
桜
並
木
が
日
に
浮
か
ん
で
き

ま
す
。
ま
た
、
小
学
校
の
裏
に
は
、
私

の
家
の
畑
な
ど
が
沢
山
あ
り
ま
し
た
の

で
、
よ
く
手
伝
っ
て
校
舎
を
跳
め
て
い

た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
帰
り
は
、
姪

た
ち
と
あ
ち
ら
こ
ち
ら
と
歩
き
回
り
、

野
イ
チ
ゴ
や
桑
の
突
な
ど
を
食
べ
な
が

ら
家
路
に
着
き
ま
し
た
。

小
学
校
も
今
は
、
新
し
い
場
所
の
小

高
い
所
に
と
移
り
、
ま
わ
り
の
景
色
も

す
っ
か
り
と
変
わ
り
ま
し
た
の
で
び
っ

く
り
す
る
程
で
す
。
私
も
昨
年
は
初

年
ぶ
り
の
同
級
会
に
出
席
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
と
て
も
懐
か
し
く
、
楽

し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た。
お
陰
様
で
玉
川
会
に
も
入
会
す
る
こ

と
も
出
来
て
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま

す
。
今
人
気
の
竹
炭
を
知
り
、
ご
飯
に
、

お
茶
に
、
お
風
呂
に
と
使
い
友
達
に
も

分
け
て
い
ま
す
。
時
折
、
田
舎
に
帰
り

ま
す
が
、
い
つ
も
心
温
ま
る
歓
迎
を
受

け
ま
す
。
懐
か
し
い
思
い
出
と
人
情
あ

ふ
れ
る
玉
川
を
忘
れ
る
こ
と
は
出
来
ま

せ
ん
。
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。
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